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雑誌の印刷は白黒。写真を元のカラーへ、追記もした。 

ド
イ
ツ
は
濁
り
対
策
で
、
最
新
の
上
向
流
粗
ろ
過
を
導
入
し
た
。 

サ
モ
ア
は
、
熱
帯
の
島
国
。
雨
期
は
、
濁
り
水
が
凄
い
。 

水深が浅ければ、砂面上で藻が繁殖し、微小動物が活躍する。 
濁りが来ても、藻は泥を補足し、浮き上がる。目詰まりしにくい。 



 溶存酸素を測定し、藻の影響を調べた。 

サ
モ
ア
は
熱
帯
、
生
物
活
性
が
高
い
、
モ
デ
ル
で
証
明
し
よ
う
と
し
た
。 

深
い
と
底
に
泥
が
蓄
積
し
、
目
詰
ま
り
す
る
。 

水深を浅くするのが鍵と、水道公社総裁を説得。 



 

ろ
過
調
節
室
の
屋
根
の
ハ
ン
ド
ル
を
手
動
で
調
節
。
で
も
、

実
際
の
ろ
過
速
度
は
、
室
内
で
し
か
見
ら
れ
な
い
。 

サ
モ
ア
の
浄
水
場
の
仕
組
み
は
、
大
変
に
勉
強
に
な
っ
た
。 

砂面の上の溶存酸素濃度は、日中だけ高い。 
浅いと生物が多いので、夜に少し酸素濃度が下がる。 
でも、深いと、藻や微小動物が少ないからか、変化しない。 

全てのろ過池の状態を見ながら、一カ所で、
ろ過速度を調節する仕組み。 



 

100 年に 1 度位の巨大サイクロンに襲われた。浄水場の管理小
屋も増水で、流木に埋もれた。ろ過池も水没。流木だらけ。 

バ
ケ
ツ
モ
デ
ル
実
験
始
め
た
ば
か
り
で
、
中
断
。 

流木は、直ぐに、チェンソーで、切って、取り除いていた。 

高
級
ホ
テ
ル
も
、
１
階
は
、
水
没
。 



 

この状態でもろ過ができていた。 ろ過池に入った流木も取り除いた。 

と
ん
で
も
な
い
、
間
違
い
処
理
。
砂
を
掻
き
雑
ぜ
た
ら
、
泥
水
が
通
過
す
る
。 

補
砂
を
勧
め
た
の
で
ろ
過
池
水
深
は
浅
く
し
た
み
た
い
。 

短期専門家で、年に１回、３から４週間だけサモアへ。 
それでは、中々伝わらない。任期制職員が大部分で、伝えても、
直ぐに、居なくなる。伝えるのは大変だ。 



 2,014 年の名古屋でも国際緩速ろ過会議で、サモア水道公社の
若い技術者 3 名が、水深を浅くしたら良くなると発表した。 
でも、この 3 人とも、現在は、サモアに居ない。 

浅
い
水
深
の
方
が
、
生
物
活
性
が
良
く
な
る
。 

水
深
を
浅
く
す
る
の
が
良
い
と
、
何
度
も
解
説
を
し
た
。 

そこで、何とも解説をした。説明図をラミネート加工して壁に掲示した。
モデルをつくり、その解説をもした。 



 テムズ水道でも、砂面の汚れは、水中掃除機みたいので、
除く実験をしていた。 

フ
ィ
ジ
ー
の
村
落
給
水
で
、
生
物
浄
化
法
を
広
め
た
。 

フ
ィ
ジ
ー
で
砂
面
上
の
汚
れ
を
除
く
の
に
採
用
し
た
。 

プールの底の汚れを水中掃除機みたいの
で、除いていた。 



 沈殿槽の仕組みも理解していなかった。何度も説明しても、
短期専門家では、伝わりにくい。 

ハリケーン後、管理棟は、水没
しても大丈夫なようにした。 

底
の
礫
層
の
上
に
、
防
草
シ
ー
ト
を
敷
い
た
が
、
そ
れ
ま
で
取
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。 

砂
が
無
く
な
り
、
水
深
が
深
く
な
っ
た 

ハリケーン後、砂が汚れていると思
って、砂を全部除いてしまっていた。 



 多層的の粗ろ過だ。砂利層の上に、水があった。砂利層の上に
泥が少し溜まっていた。濁り水が大量に入ってくると、この
泥水がろ過池まで流れて、目詰まりさせると推測した。 

茶
色
の
泥
水
が
排
泥
さ
れ
た
。 

排
泥
さ
れ
た
泥
水
と
瓶
に
入
れ
る
と
、
沈
降
性
が
良
い
。
き
れ
い
な
水
に
な
っ
た
。 

上向流粗ろ過は、目詰まりしないので、建設してから 10 年間一度も、
排泥をしていなかった。排泥弁を探して、初めて排泥をした。 



 上向流粗ろ過も、緩速ろ過も、生物群集の活躍が鍵だった。 

水
深
が
深
す
ぎ
る
。 

Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
緩
速
ろ
過
指
針
は
、
細
か
な
砂
で
の
濁
り
を
機
械
的
に
除
去
す
る
と
考
え
て
い
た
。 

上向流粗ろ過槽は、単なる礫表面への吸着だけでなく、粗ろ
過槽では微小生物群集が活躍する、生物活躍槽だった。 



 

1996 年の粗ろ過指針は、礫表面への濁りの吸着が、
濁り除去が大きいと考えていた。 

生
物
群
集
の
活
躍
を
考
え
る
必
要
だ
。 

昔から、湧水利用をしていた。どうして、きれいで安全で、お
いしい水になるのかを考えてみる必要がある。 

粗
ろ
過
は
、
礫
間
で
生
物
群
集
が
活
躍
し
て
い
た
。 


